
｢

ワイン酵母のホモタリズム 35

〔山梨大発研報告 16 35-38 1981〕

ノ ー ト

ワイン酵母のホモタリズムについて

山崎 豊彦 ･石川 貴 ･野々村英夫

Homotha=sm inWineYeasts.

ToyoHIKO YAMAZAKI,TAKASHIIsHIKAWA,and HIDEO NoNOMURA

Depart･ofFermentatlOnTechnology,FacultyofEngineering,

YamanashiUniversity,Kofu400

Datasugesting the occurrenceofhomothallism infotJrOfthefive wineyeast

strainsusedweredescribed.Thetestedstrainsshowedahigh frequencyoffour-

sporedascusformation(10-30%),exceptonestrainwhichformedatraceoftwo-

sporedascL Sporeclonesfrom thefourstralnS Shown ahighsporulationrate

hadaself-sporulationability･lntetradanalysisofthefourstrainsandtheirspore

cultures,thefulltetrads were recovered withafrequencyof83to100percent

andthelrSPOrulation ability showed 4

近年の微生物遺伝学における技術革新は,酸造微生

勿の育種改良に大きな影響を与えている.このことは

7イン酵母においても例外ではなく,その遺伝学的基

堅知識が漸次集積されつつある.1･2)そこで我々は,柿

モ皇保存のワイン酵母16株に関する知見を得る目的で,

との分難字的並びに遺伝学的性質につき種々検討中で

ちるが,とl)あえずその内の5株 (Table1)につい

〔,いずれもSaccharomyces属酵母であり,内4株

)､ホモタリズム株であることを示唆する結果を得たの

CJ報告する.

供試株は,以前に国内外から集められ,ワイン酵母

ヒして年一回麦芽寒天斜面に相継がれ,4℃に保存さ

1て来たものである.1965年小原が, ドイツ,ガイゼ

メ-イム研究所から分譲を受けたChampagneeper-

ay1936-1以外の株はRIFY (山梨大学発酵研究

斤)の整理番号で保有されていたが,その詳細な由来

ま不明である.また,これら保有株の分類学上の位置

ら,後藤ら3)によt)Saccharomycescerevisiae に

司走されたCharenle/lneCha7TiPagne (RiFY

148),Cruess66(RIFY7149)以外の株につい

■■■

Spo+:0Spo-segregatlOm.

ては,さだかではない.そこでまず,保有株を2回の

麦芽寒天稀釈平板培養法により純化し (実用酵母にお

ける純化操作の可否は不問)たのち,分類同定試験を

L｡dder4)の方法に準じて行った.まだ,種(species)

の同定には至らないが,いずれの株も多穣出芽で増殖

する球形又は楕円形の細胞より成り,2%酢酸カリウ

ム寒天培地上 (25℃7日間培輩)で,球形または長楕

円形の胞子を,1子のう当り1-4個形成した.ブド

ウ糖を強く発辞し.硝酸塩は資化しない (結果の標示

は種の同定試験結果と併せて後報で行う予定).これ

らの結果から,供試群母はいずれもSaccharomyces

属酵母と考えた.無胞子酵母 (Torulops15)とされて

いた5) Jereg-5 (RIFY7129)は,低頻度 (1

ascus/3-4×103cells)であるが,2胞子佳子のう

の存在をM611er法で染色確認した.

そのほかの4株は高い胞子形成率 (10-30%)を示

し,その単胞子培斐株もまた子のうを形成した.そこ

で,これら4株を二世代にわたり四分子分析を繰返し

た.すなわち,Sllerman 型の顕微解剖器を用い,

snailgutjuice(カタツムリの腸管を採取し調整)で
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Table1. OrigiTlandsporulationabilityofthewineyeaststrainsused.

No. Commonname

Frequency

origin fO.fr:sact?.snb' Remarks

(%)

RIFYx7129 Je,ez-5

RIFY 7148 Charentefine

champagne
RIFY 7149 Cruess66

RIFY 7187 0C-2

Stockcultures
with

RIFYllumber.

Tracex saccharomycessp･

10 SaccharomycescerevISiae 3)

15 SqccharomycescerevLSlae3)

30 Saccharomycessp･

G~18" champagneeple9r3n6a_yl冒5trasicnheudngfrsoa:sttha;t, 1｡旦acchar｡mycess｡.
Geisenheim,Germanyin1965.

a) XRIFY isanabbreviationoftheResearchlnstituteofFermentation,Yamanashi

University,Kofu,Japan. = G-18isourcollectlOnnumber.Thesewineyeast

strainShavebeentransferedontomaltagarslantatintervalsofoneyear,and

keptat4℃

b)Toinducesporulation,oneloopfulofcellspreculturedonmaltagarwas

inoculatedom 2% potassiumacetatea宕ar.Afterincubationfor 7daysat25℃,

h.equencyoffour-sporedascusfornationWasdeterminedbyscoringatleast2,000

cellsofeachsampleundermicroscope. XOneascusl岨Sdetectedperseveral

fields.Theascicontainedonetotwospheroidalorprolateempsoidalascospores.

処理 (室温で約30分間)した子のうから分離した四分

子の,生存率 (四分子回収率)と胞子形成能を調べた.

その結果 (Table2),解析したタロンはいずれも83

- 100%のPg分子回収率を示し,その胞子形成能はす

べて4Spo+:OSpo~に分離した.この結果は,供試
ワイン酵母がホモタリズム株かまたは高次倍数体 (氏

IFY7148,G-18は少なくとも六倍体,他2株は八

倍体以上)であることを示唆する.ところが,実用酵

母における高次倍数体の存在はEmelS6)や高野ら7)に

より指摘されてはいるが,高次倍数体のうちで最も一

般的な倍数体は四倍体であり,それ以上の倍数体は人

工的交配により造成されると考えられている8).また,

高次倍数体の子孫には不規則分離による異数体の出現,

胞子生存率の低下 (四倍体で約30%9))が示唆されて

いる.したがって.ここで観察したワイン酵母とその

子孫である単胞子培養株の示す高い四分子回収率と胞

子形成能は,供試ワイン酵母のホモタリズムに起因す

ると考えた.この結果は,南アフリカStellenboschの

ブ ドウ ･ブ ドウ酒研究所の5株,ガイゼンハイム研究

所の2株のワイン酵母がホモタリズム株であったとす

るThorntonlO)らの結果を支持する.なお,席らll)は

OC-2からランダム胞子分椎法により,安定な接合

型を示す一倍体を分離しており,ここで供試した株と

は異なるものと考えられる.

Saccharomyces酵母のホモタリズムは,大鳴らの

一連の研究に基づき提唱されたcontrollingelement:

cassetteモデル12)により分子遺伝学的に説明されてい

る.また,このホモタリズム遺伝子を利用して,実用

酵母の工費的適性が倍数性の面から検討されはじめよ

うとしており13),すでに報告14)もある.供試ワイン酵

母の倍数性に-7-ては,種の同定試験と共に目下検討

中である.

要 旨

供試した5株のワイン酵母 (Jere2:-5,RIFY

7129,Charentefinechampagne 氏IFY7148,

Cruess66RIFY 7149,OC-2RIFY 7187,

Champagne epernay1936-1)は,いずれも

SaccharomyCeS属辞母であり,内4株がホモタリズ

ム株であることを示唆する結果を得た.
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Table2. Tetradanalysisofthewineyeaststrains(P)andtheirsporecultures(S).

Genera- N0.0fasci Recovery(%)of Segregationof

strain a) dissected recoveredb)funtetrads sDOrulationabilityc)

ti｡｡ (A) (B) (B/A) Spo+ :Spo-

RIFY 7148 P 6 6 100 4 0
-1A S 20 20 100 4 0

RIFY 7149 P

許

0

0

0

8

0

1

1

1

1

0

0

0

0

0

4

4

4

4

4

RIFY 7187 P

許

6

0

6

0

6

9

0

8

0

8

G~18 霊 〉;

a)Tetradsderivedfromthewineyeast

G-18-4A,whereG-18isthenumber

andAisthesymbolofaspore.

b)Asciinwhichallfourtetradclones

stralnS(e.g.G-18)arerepresentedas

ofthestrain, 4istllenumberofanascus

wererecoveredarelisted.

C)Spo+ spo-indicatepositive:negativesporulationability

2胞子性子のうを痕跡的にしか形成しないJerez-5

を除く,他の4株 (4胞子性子のう形成率10-30%)

の単胞子培養株は,子のうを形成した.これら4株の

ワイン酵母とその単胞子培養株は,四分子分析で83%

以上の四分子回収率を示し,その四分子における胞子

形成能の分離パターンは4Spo+:OSpo~であった.
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